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特派員の目 ソウル

　

韓
国
で
は
大
統
領
の
生
家
は
観
光

地
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
6
月
に
就

任
し
た
李イ

在ジ
ェ

明ミ
ョ
ン

大
統
領
の
生
家
の

跡
地
は
南
東
部
・
慶
尚
北
道
の
山
中
、

わ
ず
か
6
世
帯
の
限
界
集
落
に
あ
る
。
だ
が
、
韓
国
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
と
、
週
末
は
多
い
日
で
1
0
0
0
人
以
上
が
押
し

寄
せ
る
新
た
な
名
所
と
な
っ
た
。

　

も
う
一
つ
、
静
か
な
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
が
李

氏
の
父
母
と
先
祖
の
墓
だ
。
生
家
跡
か
ら
車
で
30
分
ほ
ど
の

山
中
に
あ
る
。
地
元
住
民
に
場
所
を
尋
ね
な
が
ら
、
リ
ン
ゴ

畑
を
く
ぐ
り
抜
け
、
何
と
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

古
来
、
韓
国
で
は
山
の
配
置
や
川
の
流
れ
な
ど
土
地
の
特

徴
に
基
づ
い
て
、
最
も
縁
起
の
い
い
場
所
「
明
堂
」
に
住
宅

や
墓
地
な
ど
を
つ
く
る
「
風
水
地
理
説
」
が
根
付
い
て
き
た
。

風
水
の
影
響
力
は
強
く
、
都
市
計
画
な
ど
で
自
治
体
が
風
水

専
門
家
に
意
見
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
だ
。
風
水
を
専
門

に
学
ぶ
学
科
を
備
え
た
大
学
も
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
先
祖

の
墓
は
、
子
孫
の
人
生
の
成
功
を
左
右
す
る
要
素
の
一
つ
だ

と
い
う
考
え
が
根
強
い
。
こ
の
た
め
大
統
領
に
上
り
詰
め
る

人
物
の
先
祖
の
墓
に
対
す
る
関
心
は
高
い
。

　

李
氏
の
父
母
と
先
祖
の
墓
は
、
新
羅
時
代
か
ら
僧
侶
ら
が

修
行
を
し
た
霊
峰
「
清
チ
ョ
ン

涼ニ
ャ
ン

山
」
を
正
面
に
見
据
え
、
そ
の
前

を
韓
国
最
長
の
河
川
・
洛ナ
ク

東ト
ン

江ガ
ン

が
流
れ
る
理
想
の
明
堂
だ
。

李
氏
は
大
統
領
選
で
の
当
選
が
ほ
ぼ
確
実
視
さ
れ
て
い
た
た

め
、
投
票
日
直
前
の
5
月
下
旬
に
記
者
が
訪
れ
た
時
も
、
見

つ
け
に
く
い
場
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
勢
の
人
が

墓
に
来
て
い
た
。
風
水
を
学
ん
で
い
る
女
性
会
社
員
（
38
）

は
「
大
統
領
に
な
る
ほ
ど
の
人
物
の
先
祖
の
墓
が
ど
ん
な
特

徴
を
持
っ
て
い
る
の
か
詳
し
く
知
り
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

政
治
家
も
少
し
で
も
縁
起
を
担
ご
う
と
い
う
心
理
が
働
く

の
だ
ろ
う
。
大
統
領
選
の
前
に
候
補
者
が
先
祖
の
墓
を
移
す

事
例
は
後
を
絶
た
な
い
。
金キ
ム

大デ

中ジ
ュ
ン・

元
大
統
領
は
3
度
の
落

選
後
、親
の
墓
を
移
し
て
4
度
目
の
選
挙
に
臨
み
、当
選
し
た
。

一
方
、
保
守
系
政
党
か
ら
大
統
領
選
に
出
馬
し
て
2
度
敗
れ

た
李イ

会フ
ェ

昌チ
ャ
ン

氏
は
、
父
と
先
祖
の
墓
を
移
し
た
も
の
の
、
3
度

目
も
苦
杯
を
な
め
た
。

　

今
回
の
大
統
領
選
で
も
当
時
の
与
党
「
国
民
の
力
」
の
予

備
選
に
出
馬
し
た
洪ホ
ン

準ジ
ュ
ン

杓ピ
ョ

氏
は
、
父
親
の
墓
を
移
し
た
と
明

か
し
た
が
、
予
備
選
で
敗
れ
た
。
一
方
、
李
在
明
氏
は
選
挙

前
に
墓
を
移
し
て
い
な
い
が
、当
選
し
て
い
る
。
風
水
判
断
は
、

い
た
ず
ら
に
信
じ
る
の
で
は
な
く
、
参
考
程
度
に
す
る
の
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

福岡　静哉

李
大
統
領
の
先
祖
の
墓
に
静
か
な
ブ
ー
ム


